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地域おこし協力隊通信東秩父を
全力応援

！

　

７
月
18
日
、
聖
路
加
国
際
病
院
名

誉
院
長
日
野
原
重
明
さ
ん
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
経
管
栄
養
や
胃
ろ
う
等

の
延
命
措
置
を
望
ま
ず
、
自
宅
で
の

療
養
を
選
び
、
最
後
は
家
族
に
見
守

ら
れ
亡
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

１
０
５
歳
で
し
た
。
日
野
原
さ
ん
は

１
０
０
歳
を
超
え
て
も
な
お
現
役
医

師
と
し
て
患
者
と
触
れ
あ
う
一
方
、

著
述
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
文
化
面
で

も
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

毎
月
、
全
国
の
小
学
校
を
訪
れ
、
子

ど
も
た
ち
と
語
り
合
う
「
い
の
ち
の

授
業
」
は
10
年
以
上
も
続
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
「
行
動

が
大
事
で
す
。
や
ろ
う
と
思
う
だ
け

な
ら
や
ら
な
い
の
と
同
じ
で
す
。
大

「
日
野
原
重
明
さ
ん
を
偲
ぶ
」

人
に
な
っ
た
ら
、
自
分
の
時
間
を
人

の
た
め
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
優
し
い

眼
差
し
で
語
り
か
け
て
い
る
場
面
を

思
い
出
し
ま
す
。

　

日
本
は
世
界
に
誇
る
長
寿
国
で
あ

り
、
平
均
寿
命
は
約
84
歳
に
な
り
ま

す
。
日
野
原
さ
ん
の
よ
う
に
１
０
０

歳
を
超
え
る
高
齢
者
は
全
国
で
約
５

万
９
千
人
い
る
そ
う
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ

る
と
健
康
寿
命
は
男
性
の
平
均
が
71

歳
、
女
性
の
平
均
は
74
歳
で
あ
り
、

健
康
で
豊
か
に
長
生
き
で
き
る
高
齢

者
を
増
や
す
こ
と
が
今
後
の
日
本
の

大
き
な
課
題
で
す
。

　

「
健
康
で
豊
か
に
長
生
き
」
に
は

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
適
度
な
運

動
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
支
え
あ
う

温
か
い
家
族
の
存
在
が
あ
り
、
夢
や

生
き
が
い
を
持
ち
続
け
、
主
体
的
に

生
き
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。
自
分
の
長
い
人
生
経
験
を
社

会
に
還
元
す
る
な
ど
高
齢
者
と
各
世

代
が
様
々
な
分
野
で
協
力
し
合
い
、

理
解
し
合
う
こ
と
で
「
健
康
で
豊
か

に
長
生
き
」
で
き
る
社
会
が
実
現
で

き
る
と
信
じ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

日
野
原
さ
ん
は
２
年
前
（
１
０
３

歳
当
時)

、あ
る
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
「
私
の
目
標
は
２
０
２
０
年

に
開
か
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
元
気
で
い
る

こ
と
で
す
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
無
念
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
　

東
秩
父
中
学
校
長　

大
木　

剛

生年月日　平成２８年６月２３日
　　　　　　　　　（大字坂本）

お父さん　崇　史　さん
お母さん　景　子　さん

　こんにちは！ぼく、たおだよ。
　いつも、子育て支援センター
で遊んでいるよ。
　あんよができるようになって
きたから、早くお外で、お姉ち
ゃんと遊びたいな。
　みんな、よろしくね☆
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竹縄（たかなわ）って、ご存知ですか？
　竹縄とは全国的にも珍しい竹を材料にした縄で、この技術が残っているのは東秩父村だけだと言わ
れています。
　村内では萩平地区で盛んに作られ、その技術は江戸時代から伝わっています。非常に強じんで水に
も強く耐久性もあり、ロープが無かった時代には、やぐら、みこしなどの結束材や、船綱、馬のくつ

ごに使用されていました。昭和３０年代頃からナイロンロープが普及し始め竹縄の生産は衰退しましたが、現在では竹縄
技術保存会という地元の方が作る団体が技術継承のために活動をしています。
　保存会の活動に参加するのは今年で３年目になりますが、最近では都内や近隣の竹細工職人が参加しに来たり、新聞
社に取材されたりと、新たな動きをみせています。「竹がどうやって縄になるのか」が一番関心が高く、竹職人の方いわ
く竹を縄にする活用の仕方は見たことが無いそうで、工程がとても興味深いそうです。
　作業工程としては、夏場の竹切り、竹あぶり（油抜き）、竹を一定の幅に裂く竹割り、乾燥させて保存をしておきます。
使う時に竹を水に浸したあと、１枚ずつ内側からうすく剥いで
いきます。この工程は竹へぎといい、出来を左右する重要な工
程です。そして芯に竹をまきつけ（なわより）、これを３本に
まとめて（縄ぶち）、さらによりをかけて完成です。
　「この技術を繋いでいかなければと奮闘した当時の先人たち
がいた。（こうして広まってきて）今きっと喜んでいるよ」と
いう地元の方の言葉が印象的でした。竹縄に対する想いや、萩
平地区の里山の暮らしのお話もどれも貴重な内容で、もっと多
くの方へ知っていただきたいと思いました。


